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「館山市立館山小学校」 

 

『守り，伝えよう！「地域の宝 沖ノ島」』 

 

「理科，総合的な学習の時間」 

 

「第４学年」 

 

本校は，千葉県房総半島の南端に位置し，黒潮の影響を受け北限域のサンゴを代表とする

豊かな生態系を有する海辺に近い学校環境にある。本市の人気スポットとなっている沖ノ島

も学区にあり，児童にとって身近な場となっている。現在，沖ノ島では，自然環境の影響が

懸念されており，貴重な自然を次世代に継承するために館山市や地域の NPO などが協働し，

生物多様性の維持・保全の活動が行われている。本校がその活動に加わることは，地域全体

で自然を守る活動が行われることになる。本事業では，保全活動の体験を通して，地域の自

然環境の素晴らしさを知り，貴重な自然を大切にする児童の育成を目的とする。 

 

沖ノ島では，生態系豊かな海の象徴「アマモ場」が近年，減少傾向であることが明らかに

なっている。本校では，館山市や NPO などが，沖ノ島の自然環境を維持・保全するために行

っている「アマモ場再生」活動を活用し，児童自身が海の生態系の仕組みを学び，自然環境

について学ぶ場とする。また，全体を通じて海と人との関わりを理解する。 

 

○「沖ノ島」と「アマモ場」についての学習（館山小学校にて実施） 

第１時 沖ノ島の魅力について考えよう。 

講師に NPO 法人海辺の鑑定団理事長 竹内聖一氏を招き，沖ノ島の自然環境や海の生態系

について学んだ。 

第２時 「アマモって何だろう？」アマモについて考えよう。 

NPO 法人海辺つくり研究会理事・事務局長 木村尚氏を招聘し，アマモの生態をはじめと

した，アマモ場の役割について学習した。子どもたちにとっては，アマモの減少による自然

環境への影響について学び，今後の沖ノ島の自然環境について考える機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「沖ノ島について語る竹内氏」     「木村氏によるアマモの説明」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 

○種採取プログラム（館山小学校付近の海岸にて実施） 

 第３時 アマモの観察をしよう。 

学校付近の海岸にて，干潮時，海に親しみながら現存するアマモ場の花枝採取を行う予定

だったが，アマモの生育が不十分であったため観察のみ行った。また，アマモ場に生息する

生物と触れ合いながら観察することで，自分たちの住む地域の海の豊かさについて考えさせ

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

「木村氏と一緒にアマモの観察」  「海の生物と触れ合う様子」  「生物の説明」 

○種選別プログラム（天候不良のため館山小学校体育館にて実施） 

 第４時 アマモの種を集めよう。 

種子選別を行った。海の環境やアマモ場の役割について学び，アマモの種と同時に見つか

る生き物が様々いることについて理解させることができた。 

 

 

 

 

 

「アマモの種子」        「小さな生物を電子顕微鏡で観察する様子」 

○苗床作り（播種）プログラム（お茶の水女子大学 湾岸生物教育研究センターにて実施） 

 第５時 アマモの種をまこう。 

プランター砂と腐葉土を混ぜたものに熟成した種を播き，水槽内にて育苗を開始した。翌

春の移植までの間，成長の様子を観察・学習する予定。 

 

【成果】 

○子どもたちは，沖ノ島とその海中にあるアマモについて知ることで，様々な生物が集まる

「海のゆりかご」と呼ばれる場所が，身近な場所にあることについて考える機会となった。 

○沖ノ島周辺には，ナマコやヒトデをはじめ，約１００種以上の多様な生物が生息している。

子どもたちは，生物に直接触れる活動を通して，３３種類の生物を発見することができた。

活動を通して，海の豊かさを実感し，海に親しむことができた。また，活動後の感想から，

地域を愛する心情を養うことへもつながった。 

【課題】 

・海辺での活動や活動場所への移動等，子どもたちの安全確保については細心の注意をして 

いく必要がある。 

・アマモの生育等については，天候等に左右されるため，校内観察用のアマモ水槽の設置等 

について検討したい。 



１．単元のねらい 

  毎年、遠足でも訪れる「沖ノ島」は、豊かな生態系を有する自然の宝庫で、将来に渡り守り、

伝えるべき貴重な自然環境であることを学ぶ。 

  近年、減少を続けている「アマモ場」の役割を学習し、「海のゆりかご」と呼ばれているアマ

モ場が増えることにより、海の環境がどのように変化するのかなど、児童一人一人があるべき

海の姿を身体活動の伴った体験活動を通して感じる。 

  この活動に参加することで、地域自然の素晴らしさを知り、興味・感心を更にもち、地域の

方々との交流を通して、地域愛を育む態度を育成する。 

 

２．単元構想図（総合：１２ 理科：７ 国語：２ 図工：２  計：２３） 

 

 
「沖ノ島」と「アマモ場」について学ぶ。 総合：１ 

・沖ノ島の自然環境や海の生態系について学ぶ。（沖ノ島の生き物について調べる。） 

・アマモ場が「海のゆりかご」と呼ばれる理由と役割について学ぶ。 

・アマモ場が減少し続けている理由を考えてみる。 

学校で育てる水槽を準備する。 総合：２ 

・砂や腐葉土を混ぜ、水槽を準備する。 

４年生での活動を振り返る。 総合：２ 国語：２ 図工：２ 
・海の生き物や環境に関する作文やポスターを作成する。 

・海の環境教育の発表を行う。 

アマモの種まきをする。 総合：２ 

・グループごとにプランターに種をまく。 

専門家の話を聞いてみる。 総合：１  理科：１ 

・沖ノ島の自然環境 ・アマモの役割 ・アマモと共存する生き物 ・アマモ場の減少理由 

・アマモを育てる。 理科：２ 

・発芽したら、成長の様子を観察する。 

アマモの種採取をする。 総合：２ 理科：２ 

海と親しむ。       

・アマモ場に住む生物について調べる。 

アマモの種を選別する。 総合：２ 

・グループごとに種を選別する。 

アマモの育て方を学ぶ。 理科：２ 
・アマモ場の役割について学ぶ。 

・海の生き物について学ぶ。 

当
該
年
度
の
活
動
（
※
） 

次
年
度
の
活
動 

新４年生により 
（※）活動を実施 

＜５年生 活動を継続予定＞ 

沖ノ島でアマモの移植を行う。 

・４月に行われるアマモ学習参加予定。 
・６年生まで活動の継続を予定 


